
２．研究背景

１．研究目的

３．研究内容

４．達成目標・期待される効果

達成目標 期待される効果

研究代表機関：

共同研究機関：

• 次世代穀粒判別器の開発などに
より米の特徴を活かした実需
者・消費者ニーズに応じた取引
の推進に資する技術を開発

• 実需者・消費者に対して新たな
指標を示した米取引の実現

• 生産者へのデータフィードバッ
クによる営農指導等への活用

• 商流の各段階でニーズの共有可
能なバリューチェーンの構築

①穀粒判別器等の分析データを管
理するプラットフォームの開発

②玄精米品質と炊飯米品質を結び
付けるための相関性研究

③次世代穀粒判別器の開発研究

穀粒判別器等によって定量的に得られた米の品質等の解析データを活用す
ることで、生産・流通・消費の各段階のニーズを相互に共有する米のバ
リューチェーンを構築する。

現行の農産物規格・検査では、検
査員の減少や定性的で具体的な測定
データを示せない等の課題がある。
また、消費者・実需者のニーズが多
様化する中、実需者・消費者毎に異
なるニーズへの対応や生産現場への
正確な情報伝達を行うことが課題と
なっている。本研究では、これらの
課題解決に資する次世代穀粒判別器
等の技術開発を行う。
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ＡＩ画像解析等による次世代穀粒判別器の開発

研究体制相関図

次世代穀粒判別器の開発
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